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 （趣旨） 

１ 成蹊大学文学部外国留学に関する取扱内規第14条に規定する短期間の外国留学生（以下「短期留学

生」という。）に関する取扱いは、成蹊大学文学部規則の規定にかかわらず、この内規の定めるとこ

ろによる。 

 （留学の許可） 

２ 短期留学生の許可は、指導教授及び教授会の承認を経て、学長が行う。 

 （履修登録） 

３ 短期留学生については、留学が許可された日に、留学先大学の履修授業科目に代えて、次に掲げる

本学部授業科目を履修登録したものとみなす。この場合において、履修することのできる単位は、成

蹊大学文学部規則第11条第３項に規定する各年度において履修登録することのできる単位数には含

めない。 

 

授 業 科 目 名 単位数 

外 国 の 言 語 と 文 化 Ａ ２ 

外 国 の 言 語 と 文 化 Ｂ ２ 

外 国 の 言 語 と 文 化 Ｃ ２ 

外 国 の 言 語 と 文 化 Ｄ ２ 

外 国 の 文 化 と 社 会 Ａ ２ 

外 国 の 文 化 と 社 会 Ｂ ２ 

外 国 の 文 化 と 社 会 Ｃ ２ 

外 国 の 文 化 と 社 会 Ｄ ２ 

外 国 の 文 化 と 社 会 Ｅ ２ 

外 国 の 文 化 と 社 会 Ｆ ２ 

外 国 の 文 化 と 社 会 Ｇ ２ 

外 国 の 文 化 と 社 会 Ｈ ２ 

 

 （単位の認定） 

４ 短期留学を終了した学生は、帰国後、速やかに留学先大学における修得科目の成績表等に関する書

類を提出し、指導教授を経て、教授会で単位認定の承認を受けなければならない。この場合において、

卒業に必要な単位として認定することのできる単位数は、在学期間を通じて12単位を限度とする。た

だし、成績表等に関する書類を提出しない学生については、単位の認定を行わない。 

 （成績評価） 

５ 留学先大学で修得し、本学部で単位認定をした科目の成績評価については、「Ｔ」とする。 

   附 則（略） 

 


